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今月の主な記事 
100歳おめでとうございます 
介護保険制度が一部変わります 
守れ人権　許すな差別 
情報NOW 
コミュニティセンター後期受講生募集 
在京オーケストラ首席たちによるアンサンブルin藍住 
こんにちは赤ちゃん ・ おくやみ申し上げます 
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8
月
16
日
、
武
田
マ
ツ
ヱ
さ
ん
（
明
治
38

年
8
月
16
日
生
ま
れ
・
馬
木
東
）が
100
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
北
口
助
役

と
中
央
福
祉
事
務
所
長
が
慶
祝
訪
問
し
、

県
と
町
か
ら
祝
い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
武
田
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
聞
こ
え
に
く
い

そ
う
で
す
が
、
1
日
3
食
を
し
っ
か
り
食
べ

ら
れ
、一
人
で
車
椅
子
を
運
転
し
移
動
す
る

な
ど
お
元
気
に
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
こ
の
日
は
家
族
か
ら
祝
福
の
言
葉

を
掛
け
ら
れ
幸
せ
そ
う
に
笑
顔
を
浮
か
べ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
 

　8月25日、篠原靖治さん（写真中央・徳島市）

から、家具を作るときに出る端材を利用して制作

した手作りの木のおもちゃを、幼稚園・保育所に

寄贈していただきました。子どもたちが喜んで遊

べるよう、また危なくないよう工夫して作られており、

手触りは木の温かさ、制作された方の温かさが

感じられるものでした。 

　中央保育所の1歳児の子どもたちに、早速遊ん

でもらいました。こまのついた動く乗り物や手遊び

用のおもちゃなどに触れ、大変喜んでいました。 

　藍住町の第１日目は、農業振興センターでの受入式の

あと、ホ－ムステイ先に受け入れていただきました。 

　２日目は、藍染め体験をし、出来上がったスカーフを見

せ合い大変喜んでいました。その後にドイツ館の見学を

しましたが、ガイドの人も驚くぐらい熱心に聞き入っていま

した。午後からは、柔道、剣道の体験をしましたが、暑い

武道館の中で、笑顔で最後まで頑張っていました。 

　３日目は、ドイツスポーツユーゲントの皆さんが女性セン

ターでドイツ料理（ハッシュドポテト・プリン）を作ってくださ

いました。料理づくりの後は、各家庭に分かれて行動しま

したが、どの家庭にとっても素晴らしい交流になったよう

でした。 

   夜 のさよならパーティでは、ドイツスポーツユーゲント

の皆さんが作ってくださったドイツ料理を美味しくいただ

きながら話しと踊りで盛り上がり、とても楽しい雰囲気の

中で、別れを惜しみました。 

 　 ８月９日に徳島空港から次の研修地愛知県に出発

しましたが、多くの人に見送られて、最後まで有意義な交

流ができたように感じました。 

　第３２回日独スポ－ツ少年団同時交流でドイツスポーツユーゲント Weins Vorname 団長他１０名が８月５日から７

日までの３日間、藍住町を訪れました。 

　ドイツスポーツユーゲントの皆さんは７月２２日から日本に滞在され、東京見学や四国４県をホームステイされました。 

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

木のおもちゃ寄贈 

第 3 2 回日独スポ ーツ少 年 団 同 時 交 流  

少
し
緊
張
の
受
入
式 

2
日
目
の
藍
の
館
で
は
笑
顔
も
… 
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
実
施
中 

　
２
０
３
０
年
頃
ま
で
に
５０
％
程
度
の
確
率
で
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
地

震
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
耐
震
診
断
と
は
建
物
が
地
震
に
対
し
て
安
全
か
ど
う
か
調
査
し
、
判
定
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
第
一
歩
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行

う
こ
と
で
す
。 

　
藍
住
町
で
は
、こ
れ
ら
の
木
造
住
宅
に
対
し
、
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

１
　
対
象
と
な
る
住
宅 

　
　
①
　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の 

　
　
②
　
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
構
法
に
よ
る
木
造
住
宅 

　
　
　
　
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
や
２
×
４
工
法
は
除
く
） 

　
　
③
　
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅
（
現
に
居
住
し
て
い
る
も
の
に
限
る
） 

　
　
④
　
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等 

　
　
⑤
　
住
宅
の
所
有
者
は
町
税
及
び
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

２
　
耐
震
診
断
を
行
う
診
断
員 

　
　
①
　
徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。 

　
　
②
　
耐
震
診
断
員
は
県
の
講
習
会
を
受
け
て
お
り
、「
徳
島
県
木
造
住
宅
耐
　

　
　
　
震
診
断
員
登
録
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。 

３
　
自
己
負
担
金 

　
　
①
　
１
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、３
，０
０
０
円 

　
　
②
　
共
同
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
の
場
合
（
２
戸
扱
い
）
、６
，０
０
０
円 

　
　
③
　
現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

４
　
今
年
度
予
定
診
断
戸
数 

　 

　
　
１００
戸
（
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

５
　
受
付
期
限 

　
　
９
月
３０
日
（
申
込
受
付
最
終
日
）
　 

　
　
（
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
　
た
だ
し
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

６
　
申
込
場
所 

　
　
総
務
課 

※
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

　
総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

9
月
は
「
防
災
月
間
」
で
す
。
　
　 

　 　
そ
こ
で
藍
住
町
で
は
九
月
に
各
幼
・
小
・

中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
日
程
を
決
め
て
、
避
難

訓
練
を
実
施
又
は
計
画
を
し
た
り
、
役
場

と
県
庁
を
初
め
各
種
団
体
と
の
間
で
防
災

無
線
を
使
っ
た
通
信
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　 　 

             

　
最
近
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
南
海
地
震

の
話
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
今

後
30
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
は
約
50
％
、

50
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
は
約
80
％
と

な
り
、
昨
年
よ
り
発
生
す
る
確
率
が
少
し

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政

の
力
や
個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

家
族
で
、
近
隣
で
、
地
域
で
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ

の
地
域
で
考
え
、
助
け
合
い
、
行
動
す
る
組

織
が
、自
主
防
災
組
織
で
す
。
本
町
で
は
「
自

衛
消
防
隊
」
の
名
称
で
、
組
織
化
さ
れ
て
お

り
、こ
こ
数
年
で
も
、い
く
つ
か
の
新
し
い
自

主
防
災
組
織
が
、結
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

中
に
は
「
こ
こ
数
年
訓
練
を
し
て
い
な
い
な

あ
」
と
い
う
自
衛
消
防
隊
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
の
が
、
天
災
で

す
。
ご
家
族
で
一
度
、「
避
難
場
所
は
ど
こ
だ

ろ
う
か
」「
三
日
分
の
水
・
食
糧
の
備
え
は

有
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、「
我
が
家
の
防
災

体
制
」
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。
ま
た
「
一
度
簡
単
な
訓
練
を
し
て

み
た
い
」
と
い
う
自
治
会
等
が
有
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

　
訓
練
に
伴
う
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）
ま
で
ど
う
ぞ
。 

　
藍
住
町
の
避
難
場
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

　
藍
住
中
学
校
・
藍
住
東
中
学
校 

　
藍
住
東
小
学
校
・
藍
住
北
小
学
校        

　
藍
住
南
小
学
校
・
藍
住
西
小
学
校        

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー    

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
町
民
体
育
館    

　
体
育
セ
ン
タ
ー
・
身
体
障
害
者
福
祉
ホ

　
ー
ム
リ
ズ
ム（
身
体
障
害
者
優
先
） 

防
災
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
 

町
内
各
学
校
で
避
難
訓
練
を
実
施
 

災害に備えて行われた水防講習会 
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藍
住
町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
功

績
を
た
た
え
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る

た
め
、次
の
と
お
り
「
敬
老
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
く
方

は
75
歳
以
上
の
方
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

○
日
　
時
　
9
月
19
日
（
月
） 

　
受
　
付
　
午
前
8
時
30
分 

　
開
　
会
　
午
前
9
時
30
分
　 

○
場
　
所  

藍
住
町
町
民
体
育
館 

　
　
　
　
　
（
藍
住
中
学
校
東
側
） 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　  

福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
２１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
１０
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
、
日
没
時
刻
の
変
化
に
よ
る

夕
暮
れ
時
の
歩
行
、
自
転
車
利
用
時
の
危
険
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
高
齢
者
の
方
に
は
、
安
全
行
動
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、そ
の
他
の
運
転
者
等
の
交
通
参
加

者
に
も
高
齢
者
の
安
全
行
動
に
対
し
て
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

 

第

29
回

敬

老

の

つ

ど

い

 
住民課からのお知らせ 

10月1日から 
住民異動届（転入・転出・転居等）の場合 

本人確認を行います 

　最近全国的に、本人の知らない間に住所異動がされているという事件が発

生しています。 

　そこで、藍住町では、このような事件の防止と早期発見を目指し、住所異動届

（転出届・転入届・転居届）の際に身分証明書の提示をしていただくことになり

ました。なお、身分証明書をお持ちでない方も届出はできますので、住民課窓口

にお申し出ください。 

　窓口で届出人の本人確認ができなかった場合、また代理による届出があった

ことの連絡を、届出人の方に後日郵便でお知らせさせていただきます。 

　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

　住民異動届をされる方は、次のような身分証明書の提示をお願いします。 

 

 

 

 

　　　　　　　 

お問い合わせ　住民課（☎637・3112） 

運転免許証やパスポートなど、顔写真が 
貼付されている官公署発行の身分証明書 
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会場案内図 

◆
日
赤
社
費
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
 

　
5
月
か
ら
平
成
17
年
度
日
赤
社
費
募
集
を
行
い
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
3
，0
2
8
，4
7
0
円
を
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
へ
全
額
納

入
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
各
地
域
の
駐
在
員
さ
ん
は
じ
め
班
長
さ
ん
、
婦
人
会
支
部
長
さ
ん
他
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藍
住
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

駐車場 
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○全ての土砂等の埋立て等について、汚染された土

　砂等の使用が禁止されます。 

○全ての土砂等の埋立て等について、埋立て等され

　た土砂等が、崩れ落ちたり、風で飛んだり、雨水で流

　れ出たりしないようにしなければなりません。 

○3,000平方メートル以上の土砂等の埋立て等につい

　ては、知事の許可が必要となります。 

  

お問い合わせ  
　徳島県県民環境部環境局 

　環境管理課生活環境保全室　　　（☎621・2294） 

平成17年10月1日から 
「土砂等の埋立て等」が 
徳島県生活環境保全条例の 
規制の対象となります。 

（条例で定める行為を除く） 

 

○下水道のしくみ 

　私たちが家庭で使った後の汚水は、どのようにしてきれいな水になって、川に戻される

のでしょうか。 

　下水道の施設は大きく分けると、下水管きょ・ポンプ場・終末処理場から構成されていま

す。 

○下水管きょ 

　家庭や事業所から排出される汚水は、それぞれの排水施設から汚水ますに流れ込み、

それから下水管きょ（以下管きょ）によって処理場へ流れていきます。 

　この管きょの大きさは、藍住町の場合、最大直径60センチメートルのものまで、さまざまな大きさがあります。また、この管

きょには、清掃や検査をするためのマンホールが所々に設けられています。 

　下水道には、合流式と分流式の２種類があります。合流式は、汚水と雨水を同じ管で処理場まで運びます。分流式は、

それぞれを別の管を使い汚水は処理場まで運びますが、雨水は道路側溝を流れ、途中の川などに直接放流されるしくみ

になっています。藍住町では、分流式の下水道を採用しています。 

○ポンプ場 

　管きょは、こう配を利用して下水を運ぶ仕組みになっていますが、管きょを埋める場所が地面からあまり深くなりすぎると、

清掃などがやりにくくなります。 

　そこで、中継ポンプ場を設けて下水をくみ上げ、水位を高くして再びこう配によって下水を流すようにしています。 

　ポンプ場は、台風や大雨の時に大量の水をくみ上げて川などに放流し、道路や家屋が水につかるのを防ぐ役割も持っ

ています。 

○終末処理場 

　管きょの中を流れてきた汚水を生物学的に処理し、きれいになった水を海や川に放流するた

めの施設で、下水道施設の心臓部ともいえます。 

　このようにして汚水は、処理施設で新しい生命を吹き込まれ自然に戻っていくのです。 

　今後も、下水道事業の推進のために、町民のみなさまのご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

※下水道事業についてのお問い合わせ　下水道課　（☎６３７・３１２３） 

 

 

川は  
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ４０ 

８９ シリーズ○ 

今回は、下水道のしくみについて考えてみましょう。 

　勤労青少年ホ－ムでは、各講座の受講生を追加募集してい

ます。勤労後の無理のない範囲で活動し、教養を広げてみませ

んか。 

　また、自主サ－クルの活動場所としても利用できますので、詳

しくはお問い合わせください。 

＊華道は花代、料理は材料代として、月謝3，000円必要です。 

＊各講座とも定員を超えた場合、勤労青少年の方を優先します。 

対 象 者  
受 講 料  
 
申し 込 み  
 
申 込 場 所  

○ 
○ 
 
○ 
 
○ 

藍住町在住及び在勤の勤労者 

無料 

 

随時受け付け 

 

勤労青少年ホ－ム（☎692・3620） 
平日　午後5時～10時（土・日・祝日は休み） 

勤労青少年ホーム 
平成17年度講座受講生追加募集 

講 座 名  

書 道  

着 付  

料 理  

茶 道  

絵 画  

華 道  

定 員  

１０人  

１０人  

１０人  

１０人  

１０人  

１０人  

曜 日  

毎 週月曜日 

毎週火曜日 

毎週水曜日 

毎週木曜日 

毎週金曜日 

毎週金曜日 

時 間  

１９:３０～２１:００ 

２０:００～２１:３０ 

１９:００～２１:３０ 

１９:００～２１:３０ 

１９:３０～２１:３０ 

２０:００～２１:００ 

《募集講座》 
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■平成17年10月から施設等利用時の居住費・食費が自己負担になります 
　現在の介護保険制度では、施設等利用時の居住費（室料、光熱水費）と食費（食材料費、

調理費）は保険給付の対象ですが、在宅サービスの利用者は自己負担しています。介護

保険制度の持続化と施設と在宅の公平性を図るため、平成１７年１０月から次のサービス利

用時の居住費と食費が給付対象外に見直され、利用者の自己負担となります。 

 

　 ○施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）・・・居住費、食費 

　 ○ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護）・・・・・・・・・・・・・・・・居住費、食費  

　 ○デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リハビリ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・食費 

 

　居住費・食費の金額について、平均的な費用をもとに基準となる額（基準費用額）を国

が定めますが、実際の金額は施設と利用者との契約により決まりますので、各施設・事業所

にお問い合わせください。 

  

■低所得の方には負担軽減制度があります 
　居住費・食費の自己負担化により低所得の方のサービス利用が困難とならないよう、施

設及びショートステイ利用者を対象に特定入所者介護サービス費制度が始まります。 

　利用者は所得により利用者負担段階第１～４段階に区分され、うち第１～３段階の方（町

民税非課税世帯の方）には居住費・食費の負担限度額が設けられます。基準費用額と限

度額との差額は介護保険より給付されますので、低所得の方の居住費・食費の自己負担は

負担限度額に抑えられます。また、一割負担分に係る高額介護サービス費制度も見直され、

第２段階に該当する方（町民税非課税世帯で本人の合計所得金額と課税年金収入の合

計額が８０万円以下の方）は現在の月額２４,６００円から１５,０００円に限度額が引き下げられ

ます。 

  

■特定入所者介護サービス費を受けるためには 
　負担限度額認定証が必要となりますので、利用者負担段階第１～３段階の方（町民税

非課税世帯の方）は認定証の交付申請をしてください。申請用紙は保健衛生課の窓口ま

たは各施設・事業所にあります。 

 

 　○現在施設等を利用中の方・・・・９月中に申請してください。利用者負担段階を確認した後、 

　 　　　　　　　　　　　　　  ９月下旬に認定証を送付する予定です。 

 　○今後利用を開始する方・・・・・・・・ご利用前、またはご利用開始時に申請してください。負担 

                                      　限度額は申請した月の初日から適用されます。 

 

お問い合わせ・負担減度額認定証の交付申請先　保健衛生課（☎６３７・３１１５） 

10月から介護保険制度が一部変わります 

2005  September 15 No.731
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支
え
合
う
　
仲
間
が
い
る
か
ら
　
い
じ
め
な
し
 

し
あ
わ
せ
は
　
み
ん
な
の
力
で
　
つ
く
ら
れ
る
 

み
ん
な
の
た
め
に
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
人
権
を
 

友
達
に
　
悲
し
さ
よ
り
も
　
う
れ
し
さ
を
 

一
人
一
人
を
大
切
に
　
あ
な
た
の
代
わ
り
は
　
い
な
い
か
ら
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
私
が
い
る
よ
　
一
人
じ
ゃ
な
い
 

人権標語  
藍住西小学校 
生徒作品 

藍住町のスローガン  

はだ色って何色?

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
手
を
振

る
友
達
、
汗
一
杯
で
金
管
バ
ン
ド

の
練
習
を
す
る
友
達
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
話
し
合
う
友
達
、

プ
ー
ル
で
懸
命
に
泳
ぐ
友
達

に
声
援
を
送
る
学
級
の
仲
間

な
ど
を
描
い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー

の
制
作
が
４
年
１
組
で
始
ま

り
ま
し
た
。 

　
夏
ち
ゃ
ん
は
友
達
一
人
ひ
と

り
の
顔
を
い
ろ
い
ろ
な
色
で
塗

っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
へ
、
隣
の
席
の
ゆ
み
ち
ゃ

ん
が
話
し
か
け
ま
し
た
。「
夏

ち
ゃ
ん
、
は
だ
色
、
ち
ょ
っ
と
貸

し
て
。
」
と
。 

　
夏
ち
ゃ
ん
は
、「
え
っ
、
は
だ

色
っ
て
何
色
え
？
」
と
聞
き

返
し
ま
し
た
。 

　
す
る
と
、ゆ
み
ち
ゃ
ん
は
、「
は

だ
色
は
、
は
だ
色
で
え
。
」
と

答
え
ま
し
た
。 

　
「
な
あ
、ゆ
み
ち
ゃ
ん
。
友
達

の
は
だ
の
色
っ
て
、一
人
ひ
と
り

み
ん
な
ち
が
う
ん
よ
。
わ
た
し

は
、
赤
と
青
と
黄
色
に
白
を
混

ぜ
合
わ
せ
て
、い
ろ
い
ろ
な
は
だ

の
色
を
作
っ
て
る
ん
よ
。
こ
ん
な

ふ
う
に
な
。
」
と
、
夏
ち
ゃ
ん
は

答
え
ま
し
た
。 

　
「
あ
り
が
と
う
、夏
ち
ゃ
ん
。
」

と
言
う
と
、
ゆ
み
ち
ゃ
ん
は
友

達
を
じ
っ
と
見
て
、
色
づ
く
り

を
始
め
ま
し
た
。 

　 　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
、
夏

ち
ゃ
ん
と
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
こ
の

会
話
を
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。 

      

あ
な
た
の
は
だ
は
何
色
？
　 

　
世
界
中
に
は
、い
ろ
い
ろ
な

は
だ
の
色
を
し
た
人
が
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
は
だ
の

色
も
、一
人
ひ
と
り
み
ん
な
ち

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、

わ
た
し
た
ち
は
、
ク
レ
パ
ス
や

絵
の
具
で
は
だ
色
を
一
つ
の
色

に
決
め
て
し
ま
っ
た
り
、
は
だ

色
と
い
う
こ
と
ば
を
何
気
な

く
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
、
案
外
多
く
の
人
が
、

何
の
こ
だ
わ
り
も
感
じ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
あ
る
絵
の
具
に
は
、
は
だ
色

で
は
な
く
、「
う
す
だ
い
だ
い
」

と
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
あ
な
た
の
は
だ
は
、
何
色
で

す
か
。 

ち
が
う
こ
と
ば
ん
ざ
い 

　
は
だ
色
を
一
つ
の
色
に
決
め

て
し
ま
う
よ
う
な
固
定
的
な

見
方
は
、
身
体
的
な
差
別
や

性
差
別
、い
じ
め
な
ど
様
々
な

人
権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、い
ろ
い

ろ
な
生
き
方
を
し
て
い
ま
す
。

同
じ
は
だ
の
色
、
同
じ
顔
か
た

ち
、
同
じ
考
え
方
の
人
な
ど
存

在
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
代
わ

り
も
、
わ
た
し
の
代
わ
り
も
、

だ
れ
も
い
ま
せ
ん
。一
人
ひ
と

り
ち
が
う
か
ら
、
す
ば
ら
し
い

の
で
す
。 

　
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
が

い
を
認
め
合
い
、
ち
が
う
み
ん

な
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
な
か
ま

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

今
、
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
派
遣
社
会
教
育
主
事 

　
　
　
　
　
　
松
原
　
徹
子 
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6
年
　
平
田
　
千
尋
 

6
年
　
浜
　
　
真
琴
 

6
年
　
麻
植
　
弘
泰
 

6
年
　
池
田
　
凪
沙
 

6
年
　
濱
　
　
悠
崚
 

6
年
　
石
本
　
里
華
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査 に つ い て  
1.調査の概要 

　国勢調査は、我が国の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策の基礎資料を得ることを目的として実施するもの

で、国の最も基本的な統計調査として大正9年以来5年ごとに実施しており、今回の調査はその18回目に当たります。 

2.今回調査の特徴 

　我が国は、21世紀を迎え、少子高齢化が一層進行するとともに、生産年齢人口の減少、地域人口分布の不均衡等、

人口構造の変化に伴う諸問題が顕在化してきており、社会・経済情勢の急激な変化に対応した施策はもとより、国民

生活の質の向上や地域に関連した施策等の推進が重要な課題となっています。 

　平成17年国勢調査は、社会経済が大きく変化しつつあるこの時期に行い、各種施策の最も基礎となる人口・世帯

について、正に人口構造の転換期にある最新の実態を明らかにするものです。今回の調査から得られる高齢化の進

行や出生率の低下等を明らかにする男女・年齢に関する統計、世帯規模の縮小化や単身世帯の増加等を明らかに

する世帯類型に関する統計、雇用環境の変化等を明らかにする就業状態に関する統計などは、我が国の実態を把

握し、今後の国及び地方公共団体における行政施策を推進する上で、欠くことのできないものとなっています。 

3.調査の期日 

　調査は、平成17年10月1日現在で行います。 

4.調査の対象 

　調査は、調査の期日に日本に常住しているすべての人について行います。 

6.調査方法及び調査の流れ 

　調査は、次の流れにより、調査員が調査票を世帯ごとに配布し、取集する方法により行います。 

5.調査事項 

　調査事項は、次のとおりです。 

（1）世帯員に関する事項 

　氏名、男女の別、出生の年月、世帯主との続柄、配偶の関係、国籍、就業状態、就業時間、所属の事業所の名称及

び事業の種類、仕事の種類、従業上の地位、従業地又は通学地 

（2）世帯に関する事項 

　世帯の種類、世帯員の数、住居の種類、住宅の床面積、住宅の建て方 

総務省 
統計局 

都道府県 市区町村 指導員 調査員 世帯 

2005  September 15 No.731
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国 勢 調平成17年 

年　度 総数 男 女 

昭和40年 9,726 4,664 5,062

昭和45年 10,244 4,960 5,284

昭和50年 13,676 6,719 6,957

昭和55年 19,713 9,711 10,002

昭和60年 22,619 10,997 11,622

平成 2年 25,674 12,403 13,271

平成 7年 28,408 13,685 14,723

平成12年 

年　度 世帯数 

昭和40年 2,056

2,317

3,514

5,272

6,180

7,367

8,797

9,925

昭和45年 

昭和50年 

昭和55年 

昭和60年 

平成 2年 

平成 7年 

平成12年 

年　度 第1次産業 

昭和40年 2,265

2,053

1,499

1,359

1,254

1,090

977

901

第2次産業 

1,479

2,228

2,769

3,814

4,081

4,740

5,445

5,336

第3次産業 

1,192

1,455

2,427

4,201

5,105

6,154

7,810

8,689

4

1

10

6

43

103

9

134

分類不能 

昭和45年 

昭和50年 

昭和55年 

昭和60年 

平成 2年 

平成 7年 

平成12年 30,368 14,535 15,833

7.集計 
　集計は、独立行政法人統計センターにおいて、速報集計、全数集計、抽出詳細集計等の集計区分ごとに行われま

す。このうち主な結果については、全国及び都道府県別のほか、市区町村及び町丁・字別に集計します。 

8.結果の公表 
　調査の結果は、報告書の刊行又は結果原表を閲覧に供する方法により公表します。 

9.結果の利用 

　調査の結果は、衆議院議員（小選挙区選出議員）の選挙区の画定及び議員定数（比例代表区）の決定、地方交

付金の算定等の法定人口としての利用を始め、雇用対策、社会福祉対策、防災対策、地域整備計画等の国及び地

方公共団体の各種行政施策における利用、将来人口の推計等の行政に必要な人口分析、学術研究における利用、

各種標本調査の母集団情報としての利用など、各方面で幅広く利用されます。 

国勢調査で分かった藍住町の推移 

人口 世帯数 産業分類 
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○調査の対象者には答える義務があります。 
○正しい統計を得るためには、正確に答えていただくことが必要です。このため、「統計法」及び「国勢調査令」において、
答える義務について規定しています。 

○調査関係者には守秘義務が課せられています。 
○調査の対象者には答える義務がある一方で、調査員を始めとする調査関係者には、「統計法」により守秘義務が規定さ 
   れています。 

10月1日に国勢調査を実施します。 10月1日に国勢調査を実施します。 10月1日に国勢調査を実施します。 下 
　みなさんにもっと国勢調査のことをよく知ってもらうためにQ&A形式で調査についての説明をいたします。 

国勢調査についてのお問い合わせ　徳島県統計調査課（☎６２１・２１５１） 
　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整課　　　（☎６３７・３１２４） 

調査に答える義務はあるの?

秘密は保護されるの?

○国勢調査からは、人口や世帯に関して様々な結果が得られます。それを過去の結果とあわせてみることで我が国の人　
口の推移などを知ることができますし、外国の結果と比較することもできます。 

国勢調査で何がわかるの?
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1 
 
 
 
 
2 
3 
4 
 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12

目 的  
 
 
 
 
主 催  
共 催  
対 象 者  
 
申 込 期 日  
申 込 先  
募集予定人員 
受 講 料  
場 所  
実 施 日  
日 程  
学 習 内 容  

 
 
 
 
 
藍住町人権教育推進協議会 
藍住町・藍住町教育委員会 
町内在住者及び勤務者で、全講座参
加できる方 
9月20日（火） 
教育委員会（☎637・3128） 
30人 
無料（実費徴収） 
コミュニティセンタ－研修室（合同庁舎４階） 
月1回で年間6回 
午後7時30分～9時（原則として） 
講師等の都合で、日時及び内容を変
更する場合があります。 

人権講座を開催します 

第１回 

回 月　　日 内　　　　　　　　容 

講　師 : 中内　正子さん 

講　師 : 松浦　徳男さん 

講　師 : 藤河　一夫さん 

講　師 : 寺前　　学さん 

司　会 : 漆原　初恵さん 

場所 : 未定 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

９月２６日（月） 

１０月１５日（土） 

１３:００～１４:３０ 

開講式　「三番叟・箱廻し」を復活して 

「ハンセン病とわたし」 

「これからの障害者福祉を考える」 

「町外現地研修」 

「ヤマトからみたウチナー」 

閉講式　「みんなで人権、話そう会」 

１１月１８日（金） 

１２月４日（日） 

１月１２日（木） 

２月２２日（水） 

　住民生活の中で人権を尊重し、あらゆる人権問題
を正しく認識するとともに、積極的に差別解消に取り
組み、明るく民主的な社会を築くための地域及び集
団の推進者を育成するために開催します。 

お得で便利な口座振替がおすすめ 

○日　時　１０月１３日（木） 午後１時３０分～４時 

○場　所　役場１階住民相談室 

　社会保険事務所の職員が相談を受け付けます。 

　年金手帳・基礎年金番号通知書・年金証書などをご持参ください。 

 

 

 国民年金 のお問い合わせ 

　徳島北社会保険事務所 （☎６５２・２８００） 

　住民課国民年金係　　 （☎６３７・３１１２） 

 

 

納め方には次のような方法があります 

●口座振替 
①翌月末振替 

②当月末振替（早割）…当月末に引き落とされると保険料が毎月４０円安くなります。 

平成17年10月分から平成18年3月分までの保険料（80,820円）を前納すると 

割引されお得です 

 
●前納制度 
①前納納付書で６ヶ月納めた場合…毎月納付するより６６０円お得です 

②口座振替による６ヶ月前納の場合…９３０円お得になります 

9月20日までにお申し込みください 

 
●コンビニエンスストアでの納付 
夜間・休日でも納付することができ便利です。納付書をご持参ください 

10月の年金相談  
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ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp
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情報now
町の掲示板 

が
ん
ば
れ

健
康
づ
く
り 

痛
風
か
ら
身
を
守
ろ
う
 

　
か
つ
て
は
、「
ぜ
い
た
く
病
」
と
言
わ
れ
４０
〜
５０
歳
代
の
中
高
年
男
性
に
圧
倒
的
に
多
い
病
気
で
し
た
が
、

最
近
は
ど
ん
ど
ん
若
年
化
し
、発
症
年
齢
は
３０
歳
代
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１０
年
の
国
民
生
活
基

礎
調
査
に
よ
る
と
、痛
風
患
者
数
は
約
６０
万
人
で
、現
在
も
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
 

　
痛
風
と
は
、血
液
中
の「
尿
酸
」
と
い
う
物
質
が
増
加
し
、関
節
に
た
ま
っ
て
炎
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
で

す
。
関
節
に
た
ま
っ
た
尿
酸
は
、針
状
の
結
晶
に
な
り
激
し
い
痛
み
を
伴
う
発
作
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま

た
、適
切
な
治
療
や
生
活
改
善
を
行
わ
ず
に
い
る
と
、高
血
圧
や
高
脂
血
症
、糖
尿
病
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
改
善
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

痛
風
を
予
防
す
る
た
め
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

①
肥
満
を
解
消
す
る
 

　
体
内
の
脂
肪
が
増
え
る
と
尿
酸
の
排
泄
が
悪
く
な
る
た
め
、尿
酸
値
が
高
く
な
り
や
す
く
、痛
風
の
危
　

険
も
高
ま
り
ま
す
。
食
事
の
量
だ
け
で
な
く
、内
容
や
日
ご
ろ
の
習
慣
な
ど
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

﹇
肥
満
を
防
ぐ
食
べ
方
の
ポ
イ
ン
ト
﹈ 

 
　
・
腹
八
分
目
で
や
め
て
お
く
 

 
　
・
よ
く
か
ん
で
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
 

 
　
・
朝
食
は
抜
か
ず
、１
日
３
食
 

 
　
・
就
寝
前
に
は
食
べ
な
い
 

 
　
・
野
菜
や
海
藻
な
ど
食
物
繊
維
を
し
っ
か
り
と
る
 

②
ア
ル
コ
ー
ル
を
ひ
か
え
る
 

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
尿
酸
の
生
成
を
促
し
、尿
酸
の
排
泄
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、飲
み
過
ぎ
 
 
　

る
と
尿
酸
値
が
上
昇
し
ま
す
。
特
に
ビ
ー
ル
は
尿
酸
の
も
と
に
な
る
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
た
め
、要
注
　

意
。
体
に
や
さ
し
い
飲
み
方
を
心
が
け
、上
手
に
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

③
水
分
を
た
っ
ぷ
り
と
ろ
う
　
 

　
尿
酸
値
を
下
げ
る
に
は
、水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
尿
量
を
増
や
し
、尿
酸
の
排
泄
を
促
す
こ
と
が
重
要

　
で
す
。
飲
み
物
は
、水
や
お
茶
が
お
す
す
め
で
す
。
 

④
適
度
な
運
動
を
 

　
痛
風
予
防
に
は
、適
度
な
運
動
を
ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。日
ご
ろ
か
ら
ウ
オ
 

 
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、体
内
に
酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら
行
う
「
有
酸
素
運
動
」
を
習
慣
 

 
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
 

 
ス
ト
レ
ス
は
、尿
酸
値
を
上
昇
さ
せ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

 
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら
、十
分
な
睡
眠
を
と
り
、趣
味
や
適
度
な
運
動
な
ど
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
 

 
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
９
月
は
、
固
定
資
産
税
（
２
期
）の
納
付

月
で
す
。 

 

納
期
限

は
、
9
月
26
日
で
す
。 

 

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

 

　
税
務
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
） 

 

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
８
） 

今

月

の

納

税

 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
　
　
教
室
の
ご
案
内 

　
「
触
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
愛
情
表
現
の
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
じ
、
親

子
の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
１０
月
１４
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
か
ら 

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
６
か
月
ま
で

　
　
　
　
の
子
ど
も
と
保
護
者
１５
組 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1
枚 

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま
し

　
　
　
　
ま
た
は
お
茶
等 

申
込
期
間
９
月
２０
日
（
火
）
〜
１０
月
７
日
（
金
） 

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

　
　 

幼
児
い
き
い
き 

　
　
　
　
　
健
康
教
室 

　
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
に
つ

い
て
、こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
10
月
4
日
（
火
）
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時 

受
　
付
　
午
前
9
時
45
分
か
ら 

場
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
2
階
） 

定
　
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
） 

対
　
象
　
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方 

内
　
容
　
テ
ー
マ
「
朝
食
」
調
理
実
習 

参
加
費
　
無
料 

○
託
児
の
必
要
な
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

準
備
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル 

申
込
期
間
　
9
月
２０
日（
火
）〜
9
月
２８
日（
水
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

主
　
催
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍
愛

　
　
　
　 

グ
ル
ー
プ
」
食
育
部
　
　 

2005  September 15 No.731
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〈
新
刊
案
内
〉

 ■
一
般
書
　
 

○
子
ど
も
が
育
つ
出
し
っ
ぱ
な
し
片
づ
け
術
　

　
　
（
あ
ら
か
わ
　
菜
美
著
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
他
人
に
聞
け
な
い
法
律
ト
ラ
ブ
ル
相
談
所
　

　
（
リ
ー
ガ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
倶
楽
部
著
・
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
実
業
出
版
社
）

○
高
齢
者
の
た
め
の
自
宅
で
で
き
る
レ
イ
ン
ボ
ー

　
健
康
体
操
　
　
　
　
 

　
　
　
　
（
高
橋
　
賢
一
著
・
河
出
書
房
新
社
）

○
な
に
が
危
険
な
の
？
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル
・

　
個
人
情
報
 

　
（
尾
花
紀
子
・
高
橋
繁
子
他
著
・
岩
波
書
店
）

○
さ
よ
な
ら
バ
ー
ス
デ
ィ
　
　
　
　
 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
荻
原
　
浩
著
・
集
英
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
児
童
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
日
本
を
飛
び
出
し
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
で
大
活

　
躍
す
る
野
球
選
手
　
松
井
秀
喜
 

　
　
　
　
　
　
（
山
下
　
東
七
郎
画
・
小
学
館
）
 

○
は
み
が
き
ご
っ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
き
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
著
・
佼
成
出
版
社
）

○
「
好
き
」
か
ら
見
つ
け
る
な
り
た
い
職
業
ガ
イ

　
ド
ブ
ッ
ク
　
　
　
　
 

　
　
　
　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
編
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
 

○
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
ま
い
ご
に
な
る
 

　
（
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
作
・
谷
川
俊
太
郎
訳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社
）
 

○
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
ど
ろ
ぼ
う
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
原
　
ゆ
た
か
著
・
ポ
プ
ラ
社
） 

 ※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

＊
詳
し
く
は
図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

　
ま
で
 

★
お
は
な
し
会
 
 
 
　
　
　
　
　
 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
か
ら
　
　
　

★
あ
か
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
会
 

　
第
２
、第
４
水
曜
日
　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

★
井
隈
読
書
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
前
１０
時
か
ら
　

　
《
課
題
図
書
》
 

　
「
二
つ
の
祖
国
」
 
 
 
　
山
崎
　
豊
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

町
立
図
書
館

図
書
館
の
行
事 

●おはなし会 毎週日曜日　　 午後2時～2時30分 
●あかちゃんの読みきかせ会　第2・第4水曜日 
　　　　　　　　　　　　　 午前10時30分～11時 

日 月 火 水 木 金 土 
 
3 
10 
17

 
2 
9 
16

 
4 
11 
18 
25

 
5 
12 
19 
26

 
6 
13 
20 
27

 
7 
14 
21 
28

1 
8 
15 
22 
29

休館日 

23/30 24/31

私たちの町、藍住町に総合型地域スポーツクラブが誕生しました。 
「あいずみスポーツクラブ」は、いつでも、だれでも、気軽に 
楽しむことの出来るスポーツクラブです♪ 
スポーツクラブに素敵なキャラクターを考えてください! 
たくさんの応募をお待ちしています♪ 

●募集期間 : 9月15日（木）～10月31日（月） 

●応募資格 : 町内在住・在勤の方に限ります。 

　　　　　   年齢は問いません。 

●応募規定 

　◎A4版用紙を使用（1枚につき1点・複数応募可能） 

　　応募作品は返却しません。 

　◎模倣とみなされる作品は、入選後でも、資格を 

　　取り消すことがあります。 

　◎入賞作品となったキャラクター作品の著作権・使用権は、 

　　あいずみスポーツクラブに帰属します。 

　◎応募者の個人情報は、作品審査だけに使用されます。 

　◎入賞作品は使用の際、一部修正を加える場合や、 

　　モノクロで使用する場合があります。 

あいずみスポーツクラブ事務局まで郵送又はご持参ください。 
〒771-1292  藍住町奥野字矢上前52-1　教育委員会 
（☎637・3128）（FAX637・3153） 

応募方法 

あいずみスポーツクラブの 
キャラクターを募集しています。 
あいずみスポーツクラブの 

キャラクターを募集しています。 
あいずみスポーツクラブの 

キャラクターを募集しています。 
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あいずみ歌壇

 

口
出
し
を
せ
ぬ
約
束
を
夫
と
し
て
仕
事
の
役
割
分
担
決
め
る 

 

う
ち
伏
せ
て
雨
に
打
た
れ
し
草
原
に
幾
万
の
虫
息
ひ
そ
め
る
や 

 

エ
ア
コ
ン
の
心
地
よ
き
風
に
安
眠
を
む
さ
ぼ
り
い
た
る
午
後
の
気
だ
る
さ 

 
午
前
4
時
徳
島
新
聞
配

り
く
る
バ
イ
ク
の
音
に
今
日
が
は
じ
ま
る 

 
部
屋
中

に
あ
ら
ん
限
り
の
服
並
べ
あ
れ
こ
れ
迷
う
旅
行
の
前
夜 

 

強
風

の
橋
の
鉄
塔
に
ゆ
れ
な
が
ら
思
案
し
て
い
る
よ
う
な
鴉
よ 

 

盆
明

け
て
帰
省
せ
し
子
の
ふ
と
ん
干
す
わ
れ
の
ま
わ
り
に
と
び
く
る
揚
羽 

 

夜

の
街
の
ビ
ル
の
谷
間
を
小
魚
の
ご
と
く
ゆ
き
交
う
見
知
ら
ぬ
人
ら 

岡
田
　
博
子 

四
宮
　
千
代 

三
原
　
光
代 

山
本
　
藍
香 

高
橋
　
ゆ
り 

青
木
み
ど
り 

木
元
　
由
美 

山
本
枝
里
子 

つ
ま 

か
ら
す 

賞 

★最優秀賞（1点） 
　図書カード2万円 
★佳　　作（2点） 
　図書カード各5千円 
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受講期間　１０月１３日（木）～３月９日（木） 
　　　　　毎月第２木曜日・午前９時～午後１時 

募集人数　２０人（申込順） 
受 講  料　無料（材料費　６，０００円） 
申込期間　９月２０日（火）～３０日（金） 

い き い き サ ロ ン の ご 案 内  

料 理 ・ お 菓 子 教 室 　 後 期 受 講 生 募 集  

　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、

各地区老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。 
 

９月 

９月 

９月 

１０月 

１０月 

１０月 

１０月 

 

２１日 

２６日 

２６日 

３日 

３日 

１２日 

１２日 

 

 

午前９時30分～１１時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

江ノ口老人ルーム 

乙瀬老人憩の家 

奥野老人憩の家 

徳命老人憩の家 

東部老人憩の家 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家 

 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動 

ゲーム・運動 

体力アップ運動 

朗読 

紙芝居  

 

深田比加里先生 

内藤　公子先生 

内藤　公子先生 

ボランティア協力者 

理学療法士 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

 

（水） 

（月） 

（月） 

（月） 

（月） 

（水） 

（水） 

 

 

対象者:おおむね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお越しください。（いつでも、どこでも、どなたでも） 
内　容:健康チェック・軽体操・お話等を行っています。 
お問い合わせ:基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 
※いきいきサロンに協力していただける方を募集しています。上記支援センターにご連絡ください。 

　女性センタ－では１０月から３月にかけて季節感あふれる料理、料理に見合ったお菓子作りの講座を開講します。町

内にお住まいの女性ならどなたでも参加出来ますので、ぜひお申し込み下さい。 
 

○両講座への申し込みも可能ですが、参加は全課程受講できる方に限ります。 

　また、材料費は前納していただき、休まれた場合も返金しませんので、ご了承ください。 

○募集人数が極端に少ない場合は、開講できない事がありますのでご了承ください。 

○材料等の都合により、メニュ－が変更になる事がありますのでご了承ください 

申し込み・お問い合わせ　勤労女性センタ－　（☎６９２・６２６６） 
 

開催日 曜日 時　　　間 場　　　所 内　　　容 講　　　師 

料 理 教 室  

れんこん入りハンバーグトマト風味、スープ、 

スパゲティ、ポテト添え、サラダ（ドレッシング） 

クリスマス料理、パーティー料理７種類、スープ 

おせち料理１０種類 

手羽先と大豆の煮物、揚げ豚肉のマリネ、 

韓国風とりスープ 

中華丼、玉子スープ、和え物 

おもてなしずし、うなぎ姿ずし、笹巻きずし、お吸物 

１０月 

 

１１月 

１２月 

１月 

 

２月 

３月 

月 メ ニ ュ ー  

受講期間　１０月２７日（木）～３月２３日（木） 
　　　　　毎月第４木曜日・午前９時～午後１時 

　　　　　※１２月のみ第３木曜日 

募集人数　２０人（申込順） 
受 講 料　無料（材料費　３，０００円） 
申込期間　９月２０日（火）～３０日（金） 

お 菓 子 教 室  

クレープ、シュゼットソース添え、クレープ巻き 

レア・チーズケーキ 

おせち用きんとん、うぐいすもち 

バレンタインチョコレート（ラッピング） 

ごま揚げ団子、スナック菓子 

三色おはぎ（あずき、黒ごま、青のり） 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

月 メ ニ ュ ー  
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自 衛 官 募 集 中  

防衛大学校学生 

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 

高卒（見込含）21歳未満の者 
（自衛官は23歳） 

9月9日～9月30日 
1次:11月12日・13日 
2次:12月13日～16日 

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）21歳未満の者 9月9日～9月30日 
1次:11月5日・6日 
2次:12月7日～9日 

看護学生 
高卒（見込含）24歳未満の者 
（女子の限定廃止） 

9月9日～9月30日 
1次:10月16日 
2次:11月18日・19日 

※詳しいお問い合わせは鳴門募集事務所まで（☎685・5306） 
 

第
11
回
24
時
間 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

一
般
参
加
者
募
集 

日
　
時
　
　
１０
月
１
日
（
土
）　
午
後
１
時
か
ら

　
　
　
　
　
１０
月
２
日
（
日
）　
午
後
１
時
ま
で

場
　
所
　
　
藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
で
中
学
生
以
　

　
　
　
　
　
上
の
男
女
（
チ
ー
ム
で
も
個
人
で
　

　
　
　
　
も
申
し
込
み
可
能
） 

お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
　
　
（
☎
6
３
７
・
３
１
２
8
）

　
　 日

　
時
　
　
１１
月
３
日
（
木
）〜
６
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
　
　
（
６
日
は
午
後
４
時
） 

場
　
所
　
　
藍
住
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

　
　
　
　
　
大
会
議
室 

＊
会
員
以
外
の
方
の
出
品
も
受
け
付
け
て
お
り

　
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
１０
月
号
の
広
報
に
掲

　
載
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
　
　
　
（
☎
6
３
７
・
３
１
２
8
） 

　
美
術
協
会
事
務
局 

　
　
　
　
斎
藤
繁
次
　
（
☎
6
９
２
・
８
４
８
６
）

　
　 

親
子
会
体
験 

じ
ゃ
が
い
も
植
え
活
動 

　
親
子
会
が
農
場
体
験
活
動
を
次
の
日
程
で
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
　
９
月
２４
日
（
土
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
現
地
集
合
 

場
　
所
　
　
親
子
会
連
合
会
農
場
（
徳
命
字
前

　
　
　
　
　
須
東
：
近
藤
外
科
内
科
前
）
 

お
問
い
合
わ
せ
　
 

　
教
育
委
員
会
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
　
 

手
話
奉
仕
員
 

養
成
講
習
会（
入
門
課
程
） 

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ 

　
聴
覚
障
害
、
言
語
障
害
、
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
方
の
生
活
及
び
関
連
す
る
福
祉
制
度
等
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日
常

会
話
を
行
な
う
の
に
必
要
な
手
話
語
彙
及
び
手

話
表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。 

　
手
話
学
習
の
経
験
が
な
く
て
も
活
動
意
欲
の

あ
る
方
は
、
是
非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

定
　
員     

20
人
（
先
着
順
） 

期
　
間
　
　
平
成
17
年
9
月
21
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
18
年
3
月
22
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　 

　
水
曜
日
　
全
23
回 

場
　
所
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階 

＊
託
児
室
を
ご
利
用
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

　
い
。 

受
講
料
　
　
無
料 

募
集
期
間
　
9
月
20
日
（
火
）
ま
で 

申
込
先
　 

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
6
9
2
・
9
9
5
1
）
 

山
登
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
 

（
座
学
）
 

日
　
時
　
１０
月
６
日
（
木
）
 

　
　
　
　
午
後
７
時
３０
分
か
ら
　
　
　
　
 

場
　
所
　
町
民
シ
ア
タ
ー（
合
同
庁
舎
４
階
）
 

 （
実
施
日
）
 

日
　
時
　
（
第
１
回
目
）
１０
月
１５
日
（
土
）
 

　
　
　
　
（
第
２
回
目
）
１１
月
１２
日
（
土
）
 

場
　
所
　
剣
山
周
辺
の
山
・
高
丸
山
 

実
　
費
　
８,
０
０
０
円
（
２
回
分
）
 

対
象
者
　
全
会
員
（
日
帰
り
登
山
の
で
き
る
健

　
　
　
　
康
な
方
）
 

募
集
人
員
２０
人
（
会
員
に
限
り
ま
す
・
１５
名
以

　
　
　
　
上
要
）
 

＊
初
心
者
の
方
も
座
学
か
ら
始
め
ま
す
の
で
、お

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
　
 

　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
 

　
（
教
育
委
員
会
）
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
 

日
　
時
　
９
月
２９
日
（
木
）
 

　
　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
 

場
　
所
　
町
民
シ
ア
タ
ー（
合
同
庁
舎
４
階
）
 

講
　
師
　
徳
島
大
学
　
三
浦
　
武
教
授
 

内
　
容
　
「
魅
力
あ
る
指
導
者
に
な
る
為
に
」
 

対
象
者
　
町
内
在
住
、
在
勤
者
の
方
 

お
問
い
合
わ
せ
 

　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
 

 
（
教
育
委
員
会
内
）
（
☎
6
３
７
・
３
１
２
８
）
 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
会
員
募
集 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の 

講
習
会
を
開
催
し
ま
す 
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平
成
1
7
年
度
後
期

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

教
　
養
　
講
　
座

受
講
生
募
集

募
集
講
座
　
C
O
U
R
S
E
 M
E
N
U

募
集
講
座
　
C
O
U
R
S
E
 M
E
N
U

○
受
講
期
間
　
平
成
１７
年
１０
月
７
日
～
平
成
１８
年
３
月
２９
日（
一
部
） 

○
受
講
資
格
　
藍
住
町
在
住
及
び
在
勤
者
で
２０
歳
以
上
の
方（
学
生
は
除
き
ま
す
） 

○
申
込
期
間
　
９
月
１５
日（
木
）～
９
月
２１
日（
水
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

　
　
　
　
　
　
＊
土
日
及
び
日
曜
日
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
受
付
を
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　（
休
館
日
火
曜
日
） 

　
　
　
　
　
　
＊
締
切
後
も
定
員
に
余
裕
が
あ
る
講
座
は
、引
き
続
き
受
付
し
ま
す
。
 

○
申
込
場
所
及
び
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
　
　
　
　
　
町
合
同
庁
舎
２
階
　
町
教
育
委
員
会（

☎
６３７・３１２８

） 

　
　
　
　
　
　
町
合
同
庁
舎
４
階
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
所（

☎
６３７・３１３０

） 

　
　
　
　
　
　
＊
電
話
で
の
み
受
付
ま
す
。
 

◎
同
じ
種
類
の
講
座
を
２
つ
以
上
申
し
込
む
こ
と
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
 

◎
各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、初
め
て
の
方
を

　
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
 

　
抽
選
日
　
　
平
成
１７
年
９
月
２２
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
１０
時（
公
開
抽
選
） 

　
抽
選
場
所
　
町
合
同
庁
舎
４
階
 

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研
修
室
 

＊
応
募
人
数
が
極
端
に
少
な
い
講
座
は
、開
講
で
き
な

　
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

※
受
講
決
定
者
に
は
９
月
３０
日（
金
）ま
で
に
決
定
通
知

　
を
送
付
し
ま
す
。
 

一
盛
の
お
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
感
謝
の
心
、
思
い
や
り
の
心
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Ensemble in Aizumi
日　時　１０月１５日（土） 

開　演　午後６時（開場：午後５時３０分） 

会　場　藍住町民会館 

入場料　一　　　般　２，０００円 

　　　　高校生以下   １，０００円 

全席自由席 

＊未就学児の入場はできません。 

チケット発売所　町教育委員会 

　　　　　　　 町立図書館 

主　催　藍住町、町教育委員会 

後　援　徳島県 

お問い合わせ　教育委員会（☎６３７・３１２８） 

開催日時　１０月８日（土）～９日（日） 
開催場所　身体障害者福祉ホーム「リズム」地域交流スペ
　　　　　ース 

　　　　　藍住町矢上字安任５６－１ 

講義内容 
○聴覚障害者の外出支援について　～手話いろは～ 

○視覚障害者の外出支援について 

○車いすを使用している人の外出支援について 

○食事介助のチェックポイント 

○簡単な介助体験　～食事介助～  

対象者　　ボランティア介助に興味のある方 
受講料　　５００円（２日間の傷害保険に加入します） 

申込方法　住所、氏名、年齢、連絡先を郵便、ＦＡＸ、メール、
　　　　　電話のいずれかの方法でお申し込みください。 

申込期限　１０月５日（水) 
主　　催　自立を考える会「ＳＵＤＡＣＨＩ」 
申し込み・お問い合わせ  
　自立を考える会「ＳＵＤＡＣＨＩ」 

　〒771-1253　藍住町矢上字安任５６－５ 

　障害者生活支援センター凌雲事務所内  担当　井原・楠 

                   （☎693・1117）（ＦＡＸ692・6776）　 
                   e-mai l :m-ihara@selp-harmony.com 

　藍住町社会福祉協議会 

　〒771-1203　藍住町奥野字矢上前３２－１ 

 　　　　　　　　　福祉 センター内　担当　松田 

 　　              （☎69２・９９５１）（ＦＡＸ692・１６２6） 

 ○ モーツァルト／フルート四重奏曲　第１番　二長調　K.285

在京オーケストラ首席たちによる 
アンサンブルin藍住 

第 3回身体障害者ボランティア講座受講生募集  
　障害をもつ人の余暇活動の充実を図るためのボランティアを養成し、障害をもつ人が地域の中でいきいきと生活をしていくことを

目指します。 
 

ファゴット／岡本正之 クラリネット／高子由佳 クラリネット／山本正治 オーポエ／森枝繭子 ファゴット／河村幹子 ホルン／吉永雅人 

チェロ／花崎　薫 ヴィオラ／川中子紀子 ヴァイオリン／漆原啓子 フルート／佐久間由美子 オーポエ／古部賢一 

ホルン／山本　眞 

町 制 施 行 5 0 周 年 記 念 協 賛 事 業  
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　徳島刑務所では、「社会を明るくする運動」行事の一環と

して、下記のとおり「徳島矯正展」を開催いたします。 

　矯正展は、罪を犯して刑務所の中で生活している受刑者が、

1日も早い更正復帰を目指して技術の習得に励み、真心を込

めて製作した刑務所作業製品を、全国各地の刑務所から取

り寄せて展示販売するほか、各種矯正行政に対する広報を

通じ、一般社会の方々のご理解とご支援を得るために行うも

のです。 

　多数の皆さまのご来場をお願い申し上げます。 

日　時　10月15日（土）・16日（日） 

　　　　15日　午前9時～午後4時 

　　　　16日　午前9時～午後3時 

場　所　徳島刑務所構内（☎644・0114） 

　　　　徳島市入田町大久200-1 

内　容　文芸作品展示・パネル等展示・性格審査・「藍染め」

　　　　体験・刑務所内見学・刑務所作業製品展示・販売（家

　　　　具類・革製品・洋裁製品・その他） 

入場料　無料 

駐車場　徳島刑務所東側（約150台） 

＊バスは、徳島市営バス　天の原西行き「刑務所前」下車 

第25回徳島矯正展開催 

　兵庫県伊丹市にある国立県営兵庫障害者職業能力開発

校では、平成18年度訓練生（4月入校）を10月から1月にかけ

て募集します。 

　詳しくは直接下記の連絡先又は居住地を管轄する公共職

業安定所（ハロ－ワ－ク）にお問い合わせ下さい。 

募集対象者　　　　　身体障害者 

募集科目と募集定員 

　OAシステム科　　　20人 

　グラフィックア－ト科　 20人 

　情報ビジネス科　　　20人 

　インテリアCAD科　　１５人 

訓練期間　　　　　　1年間 

 

 

 

 

連絡先　〒664-0845　兵庫県伊丹市東有岡4丁目8 

　　　　国立県営　兵庫障害者職業能力開発校 

（☎072・782・3210）（FAX072・782・7081） 

身体障害者訓練生の募集 

第１回 

受付期間 選考日 

第２回 

１０月  ３日（月）～１１月　４日（金） 

１２月１２日（月）～  １月２０日（金） 

１１月１６日（水） 

　２月　１日（水） 

10
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
 

　
法
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
を
国
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
１０
月
１

日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
、
裁

判
所
、
法
務
省
及
び
弁
護
士
会
が
合
同
で
次
の

と
お
り
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。 
 

１
　
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
　
１０
月
４
日
（
火
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分 

場
　
所
　
　
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
（
徳
島

　
　
　
　
　
市
徳
島
町
１
丁
目
５
番
地
） 

相
談
内
容
　
金
銭
、
借
地
・
借
家
、
交
通
事
故
、

　
　
　
　
　
相
続
、
離
婚
等
の
法
律
上
の
問
題 

申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
名
前
、
相
談
希
　

　
　
　
　
望
時
間
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
を
　

　
　
　
　
記
入
し
、
下
記
の
徳
島
地
方
裁
判
　

　
　
　
　
所
総
務
課
庶
務
係
ま
で
申
し
込
　

　
　
　
　
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
　
９
月
２０
日
（
火
）（
消
印
有
効
） 

＊
締
め
切
り
後
、
相
談
時
間
を
は
が
き
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
が
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
と
な
り
ま
す
。 

 

２
　
講
師
の
派
遣 

　
学
校
そ
の
他
の
諸
団
体
か
ら
講
演
の
希
望
が

あ
れ
ば
、
法
の
日
週
間
中
あ
る
い
は
そ
の
前
後
に

お
い
て
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。 

        

３
　
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴 

　
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
た
だ

し
、土
曜
日
、日
曜
日
、
休
日
を
除
く
） 

　
団
体
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　 

　
１
〜
３
の
行
事
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込

み
は 

　
〒
７
７
０
‐
８
５
２
８ 

　
徳
島
市
徳
島
町
１
丁
目
５
番
地 

　
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局 

　
総
務
課
　
庶
務
係
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
５
２
・
３
１
４
１
） 

 

４
　
検
察
庁
の
見
学
等
（
移
動
教
室
プ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
） 

　
検
察
庁
で
は
、
小
学
生
（
高
学
年
）
、
中
学
生
、

高
校
生
及
び
そ
の
父
兄
等
を
対
象
と
し
た
庁
舎

見
学
・
検
察
庁
の
業
務
に
関
す
る
説
明
等
の
体

験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
こ
ろ
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
〒
７
７
０
Ⅰ
０
８
５
２ 

　
徳
島
市
徳
島
町
２
丁
目
１７ 

　
徳
島
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
５
２
・
５
１
９
１
）
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◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど
 

 
　
　
　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
虹
の
里
 
 
　（
☎
6
9
2
・
2
3
1
2
）
 

◎
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
 
 
 
 
　
（
☎
6
9
3
・
0
0
3
2
）
 

◎
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど
 

 
 
 
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
　
 （
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）
 

こころの  
相談窓口  
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町民のみなさんから

高齢者技能講習 
受講生募集 

○活動場所　藍住東中学校柔剣道場 
○活動日時　毎週木曜日　午後７時３０分～９時３０分 
○会　　費　月額　１,０００円 
○活動方針　健康増進・運動不足解消・護身術・指１本
　　　　　　で倒す技 
○連 絡  先　藤本（☎６９２・５１６８） 
 

●藍染講習 

○受講内容　バンダナ・Ｔシャツ・ハンカチ等藍染 

○受講資格　町内在住で概ね６０歳以上の初めての方 

○受 講  日　９月３０日（金）～１０月１４日（金） 

　　　　　　のうちの１０日間 

○受講場所　藍翠苑 

○募集定員　２０人（申込多数の場合は抽選） 

○受 講  料　無料 

○申込期間　９月１５日（木）～２２日（木） 

　　　　　　午前９時～午後４時 

○申し込み・お問い合わせ  

　（社）藍住町シルバ－人材センタ－　　　（☎６９２・１８３０） 

　電話での受付はしておりません。直接、事務所へお越しく

ださい。 

大東流合氣柔術 
（藍住合氣道協会）会員募集 

○日　時　9月10日～30日 
○場　所　藍住町歴史館　藍の館 
○主　催　藍住中学校 
○後　援　藍住町・エ－アイテレビ・藍住町観光物産協会 
 

藍住中学校 
美術工芸作品展 

○と　　き　10月29日（土）午前9時～午後4時 

○集合場所　緑の広場　管理棟前（９時出発） 

○行 き  先　神山森林公園 

　　　　　　＊雨天時は香川県さぬき子どもの国 

○参 加  費　1人　200円（保険に充当） 

○募集人数　先着50人（保護者同伴に限る） 

○申 込 先　9月20日（火）より教育委員会に参加費を添え　

　　　　　て申し込みしてください。 

○主　　催　藍住子育て環境づくり「あいっこ」 

○お問い合わせ　 

　　　　　教育委員会内「あいっこ」事務局（☎637・3128） 

～藍住町にどんぐりの森をつくろう～ 

第9回　どんぐりまつり 
＝どんぐりの森を探検しよう＝ 

　県立鳴門テクノスクールでは、平成18年度訓練生を募集し

ます。 

1 対 象  科　メカニカル技術科 
2 応募資格　高等学校卒業以上 
3 募集人員　20人 
4 募集期間　9月5日（月）～10月5日（水） 
5 入校試験　10月26日（水） 
○お問い合わせ 
　鳴門市撫養町木津　鳴門テクノスクール 

　　　　　　　　　　　（☎686・4752）（FAX686・3327） 

鳴門テクノスクール 
訓練生募集について 

日　時　９月２６日（月）　午後７時３０分～９時 
場　所　体育センター 
内　容　ストレッチ体操・カローリング 
　　　　シャフルボード 

参加費　無料 
　　　　小さい子どもからお年寄りまで楽しめます。 

　　　　個人参加も可能です。 

主　催　町教育委員会 
    　　 町体育指導委 員会 

お問い合わせ   　　　　　 
　　　　教育委員会　　　　　　　　　（☎6３７・３１２８） 

ストレッチ体操&ニュースポーツ 

どんぐり探検隊 
参加者募集!! 
どんぐりの森でウォ－クラリ－と 
どんぐり拾いをするよ。 
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●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成17年8月1日～ 
　　　8月31日届出分 

平成17年8月1日～8月31日届出分 

サ
ラ
ダ
（
４
人
分
） 

《
作
り
方
》 

①
卵
は
、
炒
り
卵
に
す
る
。 

②
鶏
さ
さ
み
は
筋
を
と
っ
て
ゆ
で
、せ
ん
切

　
り
に
す
る
。 

③
き
ゅ
う
り
と
に
ん
じ
ん
は
せ
ん
切
り
に

　
し
、塩
少
々
で
も
み
、水
洗
い
し
て
し
ぼ
る
。 

④
こ
ん
に
ゃ
く
は
薄
切
り
に
し
、さ
っ
と
ゆ

　
で
る
。 

⑤
わ
か
め
は
水
で
も
ど
し
、一
口
大
に
切
る
。 

⑥
②
③
④
を
A
の
ご
ま
酢
だ
れ
で
和
え
、

器
に
盛
り
、
卵
を
散
ら
す
。
　
　 

 

　
わ
か
め
は
カ
ロ
チ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
含
む
だ
け
で
な
く
、ア
ル
ギ
ン
酸

を
含
み
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
と
り
除
き
、

血
圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ン

カ
ロ
リ
ー
な
の
で
、肥
満
予
防
に
も
有
効
で
す
。 

健
康
づ
く
り
応
援
団
 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
 

　
　
　
サ
ラ
ダ
 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

98kcal 
7.8ｇ 
4.9ｇ 
53ｍｇ 
1.2ｇ 

1
人
分
の
 

栄

養

価

 
材
料（
４
人
分
） 

わかめ（干） 
卵 
きゅうり 
鶏ささみ 
白こんにゃく 
にんじん 
　ごま油 
　しょうゆ 
　酢 
　みりん 
　練り辛子　 

8g 
大1個 
小2本 
80g 
100g 
40g 

大さじ1 
大さじ1強 
大さじ2弱 
大さじ2/3 
小さじ2/3

A

広
報
あ
い
ず
み
は
、 

新
聞
折
り
込
み
・
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

も
し
、
ご
近
所
で
未
届
け
の
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
企
画
調
整
課
（
☎
6
3
7
・

3
1
2
4
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

お
詫
び
と
訂
正 

　
8
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
、
平
成
１６
年

度
朝
食
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

「
ゴ
ー
ヤ
ー
じ
ゃ
こ
炒
め
と
み
そ
汁
」
の
料
理

考
案
者
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
、「
山
田
晃
裕
（
南
小
5
年
）
」
君
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

人 の 動 き  
（平成17年8月末現在） 

前月比 
人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,406人 
15,633人 
16,773人 
4,359人 
5,351人 
11,232戸 

（＋22） 
（＋12） 
（＋10） 
（＋5） 
（＋4） 
（±0） 
39.10歳 

大和　幸汰郎 （こうたろう） 
　　　大作 　（だいさく） 
　傑・律子 

男 
男 

勝瑞字東勝地 

松根　美織 （みおり） 
　貴志・しのぶ 

女 
勝瑞字成長 

西條　早穂 （さきほ） 
　泰・可子 

女 
奥野字矢上前 

秋山　斗夢 （とむ） 
　直人・千亜紀 

男 
住吉字神蔵 

阪東　歩華 （あゆか） 
　崇昭・由妃 

女 
住吉字神蔵 

近藤　丈瑠 （たける） 
　一夫・紋 

男 
勝瑞字西地 

竹原　叶翔 （とわ） 
　正美・晶子 

男 
乙瀬字乾 

中岸　奏登 （かなと） 
　利彦・咲子 

男 
徳命字前須西 

唐住　穂乃香 （ほのか） 
　光博・夏美 

女 
奥野字原 

松本　龍実 （たつみ） 
　直樹・恭枝 

男 
奥野字猪熊 

楠本　芽生 （めい） 
　統・陽子 

女 
東中富字龍池傍示 

生越　京太郎 （きょうたろう） 
　正詩・文恵 

男 
矢上字北分 

大森　彩加 （あやか） 
　健司・久美 

女 
徳命字前須西 

石川　尚輝 （なおき） 
　修・律子 

男 
住吉字江端 

原田　有唯 （ゆい） 
　英治・佳美 

女 
笠木字中野 

中川　美玖 （みく） 
　芳夫・優美 

女 
徳命字元村 

喜多　実咲 （みさき） 
　弘行・真由美 

女 
矢上字春日 

板垣　里奈 （りな） 
　信生・初美 

女 
徳命字元村 

八木　舞子 （まいこ） 
　綾一・希 

女 
矢上字春日 

岸　紗里奈 （さりな） 
　幸志・志保 

女 
住吉字若宮 

阿部　洸希 （こうき） 
　光宏・めぐみ 

男 
笠木字中野 

原田　優翔 （ゆうと） 
　大輔・美幸 

男 
奥野字東中須 

亀田　和花  （のどか） 
　泰広・崇代 

女 
勝瑞字正喜地 

荒川　涼奈  （すずな） 
　三貴己・千波 

女 
奥野字矢上前 

64歳 

84歳 

68歳 

87歳 

90歳 

60歳 

73歳 

82歳 

82歳 

74歳 

95歳 

66歳 

71歳 

84歳 

奥野字東中須 

奥野字乾 

東中富字北傍示 

東中富字東安永 

東中富字北傍示 

勝瑞字正喜地 

富吉字富吉 

勝瑞字西勝地 

東中富字西傍示 

勝瑞字正喜地 

東中富字龍池傍示 

奥野字乾 

富吉字地神 

矢上字西 

史 代  

亀 雄  

嵩 昭  

　 誓  

花 子  

一 誠  

タマ子  

マスコ  

シツコ  

　 亀  

小ツル  

民 江  

富 子  

博 義  



20

8月12日～14日　北島大会準優勝 
猛暑の中、みんな力一杯頑張りました。 

7月9日～30日　板野郡大会準優勝 
雨、猛暑の中、力をあわせ一生懸命頑張りました。 

藍住南タイガース 

　7月23日（土）第31回徳島県小学生バドミントン選手権大会が鳴門県民体育館で行われました。結果は次の
とおりです。 

6年生以下 
ダブルス優勝　藤本　陽奈（東小）  　シングル優勝　藤本　陽奈（東小） 
　　　　　　　木村　友輔（西小） 

5年生以下 
ダブルス優勝　金森　　望（川内小）　シングル優勝　金森　　望（川内小） 
                 三好映理香（西小）        　 準優勝  三好映理香（西小） 
4年生以下 
ダブルス優勝　水口　恭平（東小）    シングル優勝　水口　恭平（東小） 
                藤本　　英（東小） 

藍 住 エ ン ジ ェ ル  

　第18回徳島県防犯少年柔道・剣道大会が7月30日、鳴門総合運

動公園武道館で行われました。藍住真導スポ－ツ少年団と藍住中

学校柔道部を中心に結成された板野警察署チ－ムが、他チームを圧

倒し、15回目の優勝に輝きました。 

（選手） 

小学生　長谷川綾一（西小5） 

　　　　斎藤　史織（西小6） 

　　　　片岡　志乃（堀江南小6） 

　　　　古川　秀真（北小6） 

中学生　井上　　樹（藍中2） 

　　　　朝日　誠二（藍中2） 

　　　　斉藤　大介（上板中2） 

　文部科学大臣杯争奪第

14回日整全国少年柔道大会、

第8回県予選会が、7月31日

県立中央武道館で行われま

した。長谷川綾一君（西小5）

と田北健太郎君（南小4）が

みごと優勝し、10月10日東京

講道館で開催される全国大

会に出場が決定しました。 

　第6回日本習字徳島県席書大会が7月23日郷土文
化会館で開催され、藍住からもたくさんの入賞という
輝かしい成績を収めました。 
理事長賞 
安山　颯葵（西小2） 
山本　佳奈（西小4） 
小西　　円（藍中1） 
小西　雅志（藍中3）　 
大　　賞 
丸山　華歩（南小2） 
奥村歩乃佳（南小4）　 
準大賞 
和田　百加（西幼） 
藍原　美和（南小1） 
岡　　歩美（西小2） 
奥野　綾美（西小4） 
会長賞 
奥村　昂平（南幼） 
上松梨紗子（南小3） 
立花　沙季（西小4） 
福田　千尋（西小5） 
新居　愛未（藍中2） 

 
 
 
 
実平　真奈（西小3） 
実平　真美（西小5） 
丸西真菜美（藍中2） 
 
 
村上　絢香（西小3） 
丸西　美緒（西小5） 
 
森　　京生（西幼） 
高橋真美子（西小1） 
藍原　美桜（南小3） 
安山　遥葵（西小5） 
 
横井千沙都（北小2） 
森　捺津子（西小3） 
新居　千愛（西小5） 
平田　千尋（西小6） 
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